
全自動食器洗い機 設置工事説明書

　　  設置場所のご注意
浴室、ベランダ ( 雨の当たる所 )、地下室など湿気が大量に発生する場所には絶対に設置しないでください。
絶縁不良、サビ、接触不良が発生し、故障の原因になります。また、感電や漏電による火災の恐れがあります。

設計・設置工事をされる方へ
この「設置工事説明書」を設計・施工される前にお読みください。

A ビルトイン使用部品と所要設備
●ビルトイン設置前に、本体に梱包されている部品を確認してください。
●万一使用方法・箇所が不明の部材があった場合、廃棄せずに保管しておいてください。

  1. 部材の使用箇所と同梱部材リスト、及び給水・排水・電源設備

部材 ( 別途ご準備ください )

①給水 ( 給湯 ) 止水栓　1/2”
　( 給水ホースに 1/2” メスネジ付き )
②排水管 HT40 φ FL より 400㎜立上げ
③電源コンセント
　単相 200V 20A( アース付き )
　2 極接地付コンセント
　(JIS C 8303)
④結束バンド

機器付属品

⑤接続口金 PT 1/2”( ホースに付属 )
⑥給水 ( 給湯 ) ホース 1.6m( 機器に付属 )
⑦排水ホース 2.0m( 機器に付属 )

60㎝
ドア材無し

60㎝
ドア材

60㎝
全面ドア材

60㎝
ドア材無し

60㎝
ドア材

60㎝
全面ドア材

⑧洗剤 ( サンプル ) ○ ○ ○ ⑬本体・ドア固定部材セット
　(2、4 ページ参照 ) － ○ ○

⑨サンリーゴム ○ ○ ○ ⑭取扱説明書
　保証書 ○ ○ ○

⑩スライドキャップ
　( 3 枚セット ) ○ ○ ○ ⑮プリンスパネル

　( 巾木 ) ○ ○ ○
⑪隙間隠しプレート
　(3 枚セット ) ○ ○ ○ ⑯プリンスパネル用

　断熱材 ○ ○ ○
⑫本体固定部材セット
　(2 ページ参照 ) ○ － －

同梱部材リスト

●給水 ( 給湯 ) 水圧は 0.03 ～ 1MPa(0.3 ～ 10.2kgf/c㎡ )　 
　水量は 10L/ 分必要です。
●給湯接続する場合は湯温 65℃以下に調節してください。
●排水管は耐熱塩ビ管 (HT40 相当品以上 ) を用いて床から
　400㎜立ち上げてください。
●食器洗い機の設置場所は使い勝手が良く、設備施工も
　容易なのでシンクの隣が最適です。　

排水ホースが排水管に届かない場
合は、U 型ブラケットから排水ホー
スを外して ( ※ ) 配管してください。
( 参照：U 型ブラケットについて )

DO NOT REMOVE

THE
OUTLET HOUSE

※排水ホースを留めている結束
　バンドを切る必要があります。

U 型ブラケット 結束バンド

隣接キャビネット
の設置例

⑦排水ホース

⑨サンリーゴム
　( 排水ホース固定ゴム )

③電源コンセント

⑪隙間かくし
　プレート

②排水管 FL400 ～ 500 立上げ 給水管

寸法例

100

60

120 ～ 300 120

台輪高さ分

台輪の
切り欠き

580 以上

600

FL
82

3
～

87
3

A
B

φ 60

φ 50

φ 35

  2. キャビネットと隣接キャビネットの開口

〈U 型ブラケットについて〉
U 型ブラケットはサイホンにより給水が庫内に溜まらない状態や、排水の逆
流を防ぐために排水ホースを本体背面の上部で固定しています。
設置例や寸法例のような設置が困難で排水ホースの長さが足りない場合は、
排水管を 400 ～ 500㎜の高さで立上げた場合に限り、取外して排水ホースを
延長することができます。( 右上図『隣接キャビネットの設置例』参照 )
U 型ブラケットを外した場合の、各コードとホースの長さは右図の通りです。

1900㎜ 1450㎜
正面

1200㎜ 1500㎜

2000㎜
正面左側面からの長さ 正面右側面からの長さ

給水ホース

排水ホース

電源コード

1

●修理等の際に本体が引出せるように本体設置床 (A) 面と本体前の床 (B) 面は
　同一レベル面に仕上ておいてください。( 段差がないようにしてください )
●上記寸法の範囲内であれば隣接キャビネットの位置は本体の左右どちら側で
　も構いませんが、点検時や緊急時に各設備に手が届きやすい状態に仕上てく
　ださい。100

④結束バンド

⑤接続口金
　(1/2” メスネジ )

⑥給水 ( 給湯 ) ホース

①止水栓



ビルトイン使用部品と所要設備
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本体
固定ビス

スリーブ 固定ビス
目隠しゴム

A本体固定用
部材セット

(1 ページ「同梱部材リスト」の⑫、または⑫の一部 )

B C

  1. スライドキャップの取付け   2. 脚の調整

本体の脚にスライドキャップ (1 ページ「同
梱部材リストの⑨」) をはめ込みます。

前面 背面

カウンターの高さに合わせて本体の脚を調整
します。

前脚の調整 ( 左右 ) 後脚 (1 本 ) の調整
※マイナスドライバー、または　
　5.5㎜のボックスドライバー
　で前面左下にあるビスを回し
　ます。

・時計回り…本体が上がります。
・反時計回り…本体が下がります。

  3. キャビネットへ収まり確認   4. ドア材の取付け

ホース・電源コードがよじれないように注意
しながら引き込み穴に通し、本体を徐々に押
込みます。
本体の水平を確認しながら本体の脚を微調整
し、その後にロックナットを締付けます。

ロックナット

  6. 排水ホースの固定

●本体がドア材を取付けるタイプの場合：

　5 頁「　　ドア材の取付け方法」へC

●本体がドア材を使用しないタイプの場合：
　 2 頁　そのまま
　 「5. 給排水・電源の接続」の手順へ

  5. 給排水・電源の接続

本体設置後、給排水・電源を接続します。
※本体の設置箇所と給排水の接続箇所が離れていて標
　準の給排水ホースの長さが足りない場合は、下記の
　オプションホースに取り換えることが必要です。
　●給水延長ホース
　　( パーツ番号 8060027 / 長さ 3m)
　●排水延長ホース
　　( パーツ番号 8060026 / 長さ 3m)
※給水ホースの締付けトルクは 15Nm です。

1) 排水ホースの 1 ページ「同梱部材リスト」
　の⑨サンリーゴムを差込みます。
※サンリーゴムは右図の位置までしか入り
　ません。
　注意：排水ホースの先端に付いている
　　　　ステンレスバンドを外さないでく
　　　　ださい。

2) 排水管に排水ホースを差込みます。
　排水ホースを差込んだ後に、結束バンド
　などを使用して排水管に固定してくださ
　い。

B

⑨サンリーゴム

④結束バンド

60



A

B
H

(1
13

)

  7-1. プリンスパネル ( 巾木 ) の調整・取付け

灰色のフック (1) を引いてからホルダー (2) を必要な分だ
け引出します。フック (1) を押込んでホルダー (2) を固定
してください。
最後にプリンスパネル ( 巾木 ) をホルダー (2) に掛けます。 (1)

(2)

  7-2. 通し巾木を取付ける場合

本体のドアを開けた時に、ドア下部が巾木に当たらないかを確認してください。万一当たる場合
は、その部分をカットしてください。巾木の高さや蹴りこみ深さによってカットする寸法が異な
りますので、下記の表を参照の上、現場にて対応してください。
注 ) アフターメンテナンスの際に食器洗い機を引出します。その際、巾木の取外しが必要になり   
　    ます。その為、通し巾木を取付ける場合は、取外しが容易にできる構造にしてください。

巾木の蹴り込み
寸法 (㎜ )

A

巾木高さ B

ﾄﾞｱ材ﾌﾚｰﾑを

最も伸ばした場合

H=758

ﾄﾞｱ材ﾌﾚｰﾑが
H=748

ﾄﾞｱ材ﾌﾚｰﾑが
H=738

ﾄﾞｱ材ﾌﾚｰﾑが
H=733

ﾄﾞｱ材ﾌﾚｰﾑが
H=728

ﾄﾞｱ材ﾌﾚｰﾑが
H=725

ﾄﾞｱ材ﾌﾚｰﾑを

最も縮めた場合

H=680

40

※ 1 ※ 1 ※ 1 ※ 1 ※ 1
65 88

50 65 88
60 65 88
70 65 68 130
80 65 68 71 130
90 65 70 70 75 130

100 65 70 77 80 83 130

※ 1) ホルダーを外し、通し巾木をご使用ください。通し巾木の高さは 40㎜にしてください。
※ 2) 表中は本体を最も低くした状態 (818㎜ ) の数字。本体高さを上げた場合の巾木の高さは、上げた分だけ表中の数
　　 字に追加が必要。

カット面を巾木と
同色の塗料で塗る

ドア材 W 寸法

3

ドア材の厚み　t=20



  8-1. 本体の固定の準備

本体を設置位置まで再度押込んでから本体のドアを開
き、ビスで固定します。ビスは 4 箇所で固定してくだ
さい。設置状況により (1) 又は（2）のどちらかに 2 本、

（3）又は（4）のどちらかに 2 本、計 4 本で固定を行っ
てください。
注意：
　（1）又は（2）⇒ B のスリーブを使用してください。
　（3）又は（4）⇒ビスが長すぎると、側板をビスが	
		  　突抜けてしまい他の家具を傷つけ
		  　る恐れがあります。設置場所に
		  　合ったビスを選び固定をしてくだ
		  　さい。
　ビスを強く締めすぎると、本体が変形し水漏れなど
の原因となります。本体が変形しないように確認しな
がら手締めでビスを締めてください。

A 本体固定ビス　 B スリーブ　 C 固定ビス目隠しゴム
D 補強ビス ( 別途、準備をお願いします )

※前脚がしっかり床に設
　置しているかを確認！

4

前ダレのあるカウンター

補助材

カウンター裏と本体間
に隙間があると施工後
に機器が傾く事があり
ます。この場合は必ず
補強材を 2 ヶ所に取付
けてください。
又、機器を水平に保て
る よ う に し て く だ さ
い。

  8-2. 本体の固定

(1)
(2)

B B

A C

(2)
BB

AC

(3) (3)
D

D

D

D

注 ) 補強材は必ず施してください。カウンター裏と食器洗い機上部に隙間があると、施工後に本
　    体が傾く恐れがあります。

(4) (4)
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5

 

ガイドネジ ドア材固定ネジ

Dドア材固定用
部材セット

(1 ページ「同梱部材リスト」の⑫の一部 )

E

Ⅰ . コントロールパネルタイプの場合

※ドア材の高さ　Ｈ＝Ａ－Ｂ－Ｃ－ Ｄ
※取付けられるドア材の重さについては、7 頁の参考
　資料を参照してください。

  1. ドア材取付け前の準備

●ドア材の高さの出し方

C

Ç`ÇrÇjÇn

A

C
B

W

H

D

　 Ａ＝床面～カウンター下までの高さ
　Ｂ＝操作パネルの高さ (113㎜ )
　Ｃ＝飾り板の高さ (4 本 /Max 36㎜ )
　Ｄ＝ドア材下から床までの寸法
　Ｗ＝ドア材の幅 (Max 596㎜ )
　Ｈ＝ドア材の高さ (530 ～ 645㎜ )

●飾り板の調整
本体の操作パネルの高さと、左右の引出しのラインが合
うように飾り板を調整します。飾り板は、4 本の組合わ
せ構成されています。(1 本の高さは 5㎜ )
0 ～ 36㎜の間で高さ調整が可能です。
必要に応じて飾り板の数を減らし、ナットを締め、プラ
スチックボルトの余分な部分を切落としてください。

〈飾り板を取外す場合〉
飾り板は、操作パネルに固定された 3 本のプラスチック
ボルトを通し、下からナットで止めています。図のよう
に飾り板を上へ押上げ、ナットをゆるめて取外してくだ
さい。

　25㎜

36㎜

25
～

36
㎜

　

ゆるめる

締める

押さえて

縮める

Ⅱ . 全面ドア材タイプの場合
●ドア材の高さの出し方

A

W

H

B

●オプションドアの寸法
　W=595㎜、H=715㎜ ( ハンドル付き )
　※詳細はドア材に添付のイラストを参照してください。

    Ａ＝床面～カウンター下までの高さ
　Ｂ＝ドア材下から床までの寸法
　Ｗ＝ドア材の幅 (Max 596㎜ )
　Ｈ＝ドア材の高さ (680 ～ 760㎜ )

※取付けられるドア材の重さについては、7 頁の参考資
　料を参照してください。
※ドア材の正面上部には、ドアを開くためのハンドルを
　別途ご用意の上、取付けてください。その際、ハンド
　ルを留めるビスの頭が出ないよう、ドア材の裏面のビ
　スの位置に座刳り加工をしてください。



  2. フレームの調整

  3. ドア材の固定

C

H
596㎜

F

D
J

B

A

E

E
113 ～ 149㎜

フ レ ー ム B を キ ャ
ビ ネ ッ ト ド ア の 下
端に合わせます。

H
596㎜

F
B

A

E

E

D

J

コントロールパネルタイプ 全面化粧ドア材／オプション全面ドア材タイプ

ドア材を取付ける前に本体のドアのフレームを調整します。本体ドア下部、両側面のビス (A) を
緩め、フレーム (B) を引下げ、フレームの下を隣接するキャビネットの下端に合わせて両側面の
ビスを締めます。

560㎜

ドア材裏面

フ
レ

ー
ム

下
部

本体ドア

ドア材

ガイド板

(1) 機器ドア表面の両端の鍵穴 J の中央部からフレーム B の下部  　
　までの寸法を測り、ドア材裏面に左右同寸法で 2 ヶ所の位置に印
　をつけます。横方向の 2 ヶ所の印の間隔は等しく 560㎜の間隔を
　取ります。その印をつけた位置は付属のガイドネジ D を 2㎜のね
　じ込みシロを残して締め付けてください。
(2) ドア材裏面の木ビス D の頭をビス穴 J の丸穴部へはめ込んでド
　ア材を押上げ、隣接キャビネットのラインに合わせます。
(3) 機器のドアを開き、裏面から左右 2 本、計 4 本のドア材固定ネ   
　ジ E でドア材を固定します。

※この機器は乾燥運転時、乾燥効率を上げるため、庫内にこもった湿気をファンで
　強制排気し、内臓ダクトでドアの下部から排湿する構造になっています。ドア材
　を取付ける際に排湿口 F をふさがないように注意してください。
※オプションドアの取付け方法はドア材に添付のイラストを参照してください。

  4. スプリングの調整

本体の左右スプリングが見える程度まで前に引出してドア
を開けます。ドアスプリングが強過ぎないか、反対にスプ
リングが弱くてドアがバタンと落ちないか確認し、必要に
応じて調整してください。
調整する場合はドアを閉じた状態でスプリングを外し、固
定穴の位置を前後させるか、ラッチ部を回して長さを変え
てスプリングの張りを調整します。スプリング

ドア材の取付けが完了しましたら、2 頁「 B  5. 給排水・電源の接続」に
戻り進めてください。

ドア材の取付け方法のつづきC

6

E



 参考資料 ドアスプリングの強さとドア材の重さ

スプリングの色
対応できるドア材の重さ

D5233 D5132d / D5152d 
黄 0.5 ～ 3.0㎏ 0.5 ～ 3.5㎏
赤 2.0 ～ 3.0㎏ 3.0 ～ 7.5㎏
青 6.0 ～ 10.5㎏ 7.0 ～ 11.5㎏
緑 10.0 ～ 13.0㎏ 11.0 ～ 13.5㎏

  Memo
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設置工事後の点検確認事項D

　□　排水管が床面から400～500㎜の高さに立ち上げられている。

　□　排水ホースが排水ポンプ、および排水管に接続される。

　□　すべての梱包材や説明書等が本機から取外されている。

　□　本機が水平で正しく固定されている。

　□　ドアを開閉しても周囲のキャビネットやカウンタートップに接触しない。

　□　給水(給湯)ホースや排水ホースが折れていない。

　□　止水栓が開いている。

　□　接続箇所からの水漏れが無い。

　□　ドアスプリングの調整は正しいか。(ドアを半分開けても、ドアが下がらない)

本機を作動させる前に、下記内容を点検してください。

試運転時は給水と排水を最低限 1 回行い、下記内容を確認してください。

　□　給水(給湯)では、水が完全にフィルター表面を覆うまで入っているか［最初に給水(給湯)する際  

　　　は、給水パイプ内に空気が残っているため、きちんと給水(給湯)されない場合があります］。

　□　適切に排水されているか［臭気止めのため、庫内フィルター付近に多少の水は残ります］。

　□　給排水の接続部には漏水がないか。

本　　　社	 〒 113-0034	東京都文京区湯島 3-20-12　電話 03-3833-1331（代）
大阪営業所	 〒 550-0006	大阪市西区江之子島 1-7-3　電話 06-6448-4111（代）
	 　　　　　　　 ( 奥内阿波座駅前ビル )	
　　　　　　　　　　　　　

http://www.tsunashimashoji.co.jp/
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